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論文内容の要旨
本論文は， 2 部からなり，第 1 部は， 6-87 ンピルタイプ高圧装置の新しい着想に基づく，アンピ











デバイス (multibody contact法)を提案しその概念を第 1 節に述べた。このデバイスを 6-8 アンピ









Si0 2 及び、 Ge02 の rutile構造より高密度な高圧相を見い出す為に静的及び動的圧縮実験が行われて
来たがこれらの実験は異った結果を与えている。この点を明らかにする目的でSi0 2 ， Ge02 の各々 3
種類の相 (α-quartz型， rutile 型及びガラス)を出発物質として35~85GPa，約1500 0C迄の圧力温
度領域での合成実験を第 1 部に述べた圧力発生法にて行った。第 2 節にその実験方法及び手順を述べ
た。第 3 節は実験結果で Si02 に関して Liu et al. (1 978) により報告されている Fe2 N型相は，ガラ
スがrutile型構造ヘ結晶化する過程に出現する準安定相である事を見い出した。一方Ge02 に関して
従来全く報告されていない新しい 3 つの相(orthorhombic と 2 つの hexagonal 相)が合成された。
これら実験結果と従来の報告との比較検討を行った。
第 4 節においてこの Ge02 の多形転移の傾向をまとめ，本実験で得られた 3 種いずれの出発物質か














ターを組み込み， 1500oC. 85GPa までの温度圧力範囲で Si0 2 ， Ge02 を処理し， Si02 ではルチル型
が安定であるが， Ge02 は六方品系と考えられる新しい相の存在することを見出した。
これらの実験結果は静的超高圧力の発生および高圧合成の分野に貢献するところが大きく，博士論
文として価{直あるものと三忍める。
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